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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する

＜連絡事項＞

· 4/1平成21年度入社式あり、参加可能なスタッフは出席すること。

· 4/1、9：30から新人見学あり青陽館は9：50頃の予定。下館SGM対応。

· 春の会の不参加届け（自己都合）が3/31締め切り。

· 3月分経過連絡票4/7まで提出すること。

＜外来患者様情報＞

· 本田　英之　様～ハローワークに行っている。これからもっと行こうと思っている。7月に消防の

試験を受けてその道に進むかもしれないと話している。

· 高橋　百壽　様～通所楽しく通っている。エアロビや運動を行っているが低血糖症状にはならない

と話している。

· 晴山　美智子様～野菜中心の食事を取っているが体重が104kgと増加してしまった。母親は退院し、

本人は家事手伝いや友人と買い物に行っているとのこと。

· 我満　奈津紀様～職親やうみねこ幸房の利用を考えたい。年金を返還しなければならない。便秘が

多くなったと話している。

· 森田　清助　様～内科受診し狭心症と言われた。朝・夕食後の薬とフランドルテープが処方となっ

ている。タバコやめるように言われたがやめられないと話している。

· 清水頭　翼　様～通所ではエアロビクスを行っており、薬も飲んでいるし睡眠もとれていると話し

ている。

· 種本　サハ　様～「昨日指圧に行ったら、死ぬ寸前だ、このままだとあたってしまう、通所でのプ

ログラムには参加しなくてもいい、体がこったらすぐに来るようにと言われた」と話されている。担当医からは肩がこってもあたることはない、血圧が高くなければ通所は利用するようにと説明している。

· 田向　玲美　様～「春から交際相手が仕事をする事になり、アシスタントとして働こうと思う。自

宅は居場所がなく早く家を出たいと思う。交際相手と同棲したいと考えている」とのこと。もし妊娠した場合、薬を飲んでいても大丈夫なのか担当医に尋ねており、ユーパンは飲まない方が良い事を伝えている。「月16回位交際相手と会い年金を使い果たしてしまった。通所には行っていない、4月から行こうと考えている」と話している。

＜利用者様情報＞

· 久保　興介　様～本日通所利用しているが、昼食後嘔気を訴えており、早めの帰宅を希望している。

体調に合わせて通所利用していただき、来所出来たことを評価していく。

· 細越　定生　様～本日スタッフと面談。スタッフから気になる点として、暴言を他者への配慮なく

話してしまうこと、椅子を持ち上げて威嚇する行為があったことを挙げている。「先日スタッフに自分の気持ちを話している時、他メンバーを馬鹿呼ばわりしてしまったが、ニュアンスを上手く表現できなかった。スタッフと1対1で話していたので周りのことを考えていなかった」と話している。また、先日他メンバーに椅子を振り上げたことについて「自分は冷静だった。話しても分からない人には行動で示さないと考えた。自分はいつもニコニコしているだけじゃないということを周りの人に表現した。暴力は振るわない。」と話している。経過連絡票について「俺という表現を使わないで欲しい、確かに俺と言っているが、記録を観た人から悪い印象を受けかねないので文章は気をつけて欲しい」スタッフからは声が大きいことで周囲に影響を与えていることを考慮するように伝えている。相談がある場合は別室に移動するなどの周囲に対する配慮も必要であること、年輩の利用者は耳が遠いなど身体的な事情もあるため、一度で話が通じなくても感情的に行動へ移さないこと、記録は事実のみを書いているということを説明している。本人からは「自分が至らない部分があればその都度指摘して欲しい」と話がある。

⇒今後定期的に面談の機会を設けるとともに、その都度必要に応じて対応していく。

· 川口　八寿子様～うみねこ幸房の利用日について「4月から週2日に増やしたい、母親からも了解

を得ている」との訴えがある。スタッフからは今後詩吟の大会やゴールデンウィークもあるので落ち着いてから検討するように促している。次回受診時担当医に相談してみるとのこと。

· 種本　サハ　様～本人より「休日にマッサージに行き、全身が硬くなっており、死ぬ寸前だと言わ

れた。今日は通所を欠席したい」と連絡がある。スタッフの勧めにより本日受診している。本人の訴えを傾聴し、事実や受診内容を確認していく。

· 上久保　善朗様～青山荘退所後について、通所が週2日（火・木）利用（家庭の事情により変動）、

訪問看護が水曜日利用、青明舎訪問が土曜日となる。自宅の農作業の手伝いを行っており、作業時間は1日4時間までと決めているが、それ以上作業をしている事もあるとのこと。以前農作業による疲労が怠薬につながった経緯もあり、適度に休養をとる必要があることを説明しているが、家族からは「疲れているときは1日寝かせれば良い」「いつも疲れたと言う、もっとやれるはず」などの話がある。青山荘退所は3/31、通所は欠席となる。

⇒本人から通所が相談しやすいという話があるため、今後通所利用時に生活状況を確認し、調整が必要な場合など青明舎に情報提供していく。本人が家族に言いたいことを伝える事が出来ない傾向にあるため、本人が自分の考えを伝える事が出来るように促していく。

· 岩織　由美子様～本日来所しているが、職員が居ない場所で「今日休みます」と話し帰宅している。

本人には欠席する場合、確実にスタッフに伝えるように説明している。本人より月曜日は外泊で疲れているから早退したいという訴えが聞かれており、スタッフからは通所利用の必要性や外泊の疲れがあるのであれば利用日の変更を検討するよう伝えている。本人は「考えてみます」と話されている。

＜救急時の対応について＞

講師：市島JGM

酸素吸入セットの説明
○開口器の説明

· 男性、女性、子供用の器具あり、舌圧支を使用して舌の奥まで挿入すること。口が開かない人に対してはネジ型の開口器を使用し、横から通常の開口器を挿入する。

· 服を切断するハサミの確認。衣類を切断する場合は、本人の意識がなくても服を切断することの声かけを行う。

· 呼名反応が無い場合でも聴覚は最後まで残っているので声かけはしっかりと行うこと。

○医療用酸素ボンベの説明

· 対象者にボンベが接触するなどの二重事故を防ぐためボンベは横に倒して使用すること。

· 酸素マスクの使用方法の確認。流入量4L以下の場合は鼻腔カニューレ、それ以上の場合は酸素マスクを使用する。

· アンビューの使用方法の確認。

· 吸引機の使用方法の確認。気管支より下方に挿入しないこと。

緊急時の対応方法について

○意識がない状態を確認

· 助けを呼ぶ（スタッフ、救急車など）

· 呼名反応、呼吸、脈拍を確認

· 「救急セットを持ってくる」「AEDを持ってくる」「救急車を呼ぶ」3つの役割を周囲の人に指示。

· 頭部後屈顎先挙上実施。三本の指で頭部を押さえ、反対の手で顎を２本の指で支える。ゆっくりと頭部を上げる。

· それでも呼吸がない場合は10秒で「呼吸なし」と判断し次のステップへ。

· 人工呼吸を実施する。対象者の唇を覆う形で自分の唇を当てる。1秒息を入れて対象者の胸が膨張するか確認する。

· 循環の確認（心臓が動いているか）。動きがなければ10秒で判断し次のステップへ。

· 心臓マッサージの実施。対象者の横に膝を立てて座り、自分の肩幅に足を開き両手をそろえてまっすぐと腕を伸ばし胸の中心を押す。心臓マッサージを30回行った後人工呼吸を行う。この過程を救急隊か医師が到着するまで行う。

ＡＥＤの使用方法について

· 電極をセットし、対象者にパットを貼る。

· パットに記載してあるように心臓をはさむようにして貼る。ペースメーカーからは5センチ離すこと。

· 周囲の人に指差し対象者から離れるように指示する。

· 機械のガイダンスに従って実施する。

· 対象者が水で濡れている場合は水分をふき取ってから実施すること。

誤嚥について

· ハイムリックの方法を確認。

· 人口呼吸を2回実施し胸が膨張しないときは誤嚥と判断する。










